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各施設における取組について 

 

①取組み内容 

②活動の課題 

忠岡町健康福祉部 保険課 保健センター 

①   

・4か月児健康診査（毎月第 2木曜日） 

 忠岡町地域子育て支援センター職員による絵本読み聞かせ・おすすめ絵本の紹介 

 忠岡町教育委員会 生涯学習課と共にブックスタート事業として、絵本の配布を実施。 

・各乳幼児健康診査 

 各年齢に合わせたおすすめ絵本の展示 

・子育ち教室「親子で楽しむふれあい遊び」 

 絵本・紙芝居の時間有（年 2回開催・1回あたりの参加者：約 20組） 

・保健センター内ロビーに本棚を設置 

 利用者が待ち時間等で自由に閲覧可能 

 

忠岡町立東忠岡小学校 

① 

・目指そう 100冊（高学年については、100冊は難しいのでページ数を設定） 

読書した本の題名と読んだ日を記入して、100冊達成した児童には表彰や、放送で名前を読み上げる。 

・時間割に図書室利用の日を明記 

各学級で毎週図書室を利用するよう呼びかけを行う。 

・図書室の開放 

週 4日間、図書司書の出勤日に、全休憩時間（ロング休憩、昼休み含む）図書室を開放し、貸出を行う。 

・読み聞かせ 

本を借りるきっかけ作りのため、図書司書による読み聞かせを行う。 

・町立図書館などからのレンタル 

図書室にない本については、読書の幅が広がるように、図書司書が町立図書館などからテーマでまとめて本

のレンタルを行う。 

② 

課題 

「目指そう 100冊」について、高学年のページ目標が高いため、低学年に比べ目標達成者が少なく、読書意欲

の向上が難しい。 
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忠岡町立忠岡小学校 

① 

・休み時間の図書室の開放 

・読書ノート 

各学年の目標冊数を設定し、達成者を朝礼で表彰 

・読書パーフェクト週間 

 指定されたジャンルの本を読む度にシールを渡し、シールをすべて集めた者には栞を渡す。 

・おすすめの本の紹介 

 図書委員会のおすすめの本を紹介する。 

・読み聞かせ 

② 

課題 

・読書が好きな子どもは、よく図書室に来て読書しているが、読書が好きではない、また、読書をしない子ど

もは図書室にほとんど来ないので図書室に来ない子ども達を呼び込めるような取組みが必要である。 

・図書室の本が少ない 

忠岡町立忠岡幼稚園 

① 

（全園児対象） 

・保育の中での絵本読み聞かせ 

 発達、季節、行事等それぞれに応じた内容で、子ども達の興味関心に合った絵本の読み聞かせを行う。 

・月刊絵本 

 季節に合った内容や絵だけでなく、写真も載っている絵本を読むことで実物を感じることができる。また、

季節の歌、生活習慣、言葉（文字）遊びなど各学年の発達に合わせている。 

・ボランティアによる絵本読み聞かせ 

 年に数回、ボランティアとのふれあいも含めて絵本の読み聞かせを行う。（地域の未就園児も参加可能） 

・遊びの時間に絵本を読む 

（年中児対象） 

・園の絵本の貸出（3学期より月 2回） 

 家庭でも楽しんでもらえるように、園にある絵本を 1冊貸出し、翌週に返却してもらう。 

（年長児） 

・町立図書館から絵本のレンタル（5月より月 2回） 

 町立図書館の利用方法を学ぶために、町立図書館で 1冊レンタルし翌週に返却する。 
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忠岡町立忠岡保育所 

① 

・読み聞かせ 

 保育者が各年齢に応じた絵本や季節に合わせた絵本の読み聞かせを行う。 

・自由遊びの時間に絵本を読むことができるようにしている。 

・月刊絵本 

 保護者にも絵本の楽しさが伝わるように、月刊絵本の購入してもらう。 

 

 

 

 

忠岡町立図書館 

① 

・おはなし会（毎週水曜日、15時から 15分程度） 

絵本 1冊と紙芝居（1点）読み聞かせ（幼稚園年長者前後向け） 

・人形劇（こどもの読書週間行事として、毎年 5月に開催） 

 平成 30年度は、人形劇終了後、児童書の出張貸出を実施。 

・七夕飾り 

 短冊吊るし。七夕に関する絵本などの特集。 

・季節や行事にあわせた絵本や読物の特集。 

② 

課題 

・図書館に足を運ぶきっかけ作り 

・本が見やすい、探しやすい書架作り 

 

 

学校支援本部 忠岡町立忠岡中学校図書室 

① 

・昼休み休憩時の図書室開館及び貸出（週 2日） 

・推薦図書の掲示 

・希望図書の受付け 

 

 

 

 

 



資料３ 

4 

 

 

忠岡町立東忠岡幼稚園 

① 

（年少クラス・担任クラス） 

・季節、行事にちなんだ絵本や、子ども達が興味を持ちそうな絵本を選び、ほとんど毎日読んでいる。 

・年長児が作成した「はらぺこあおむし」のペープサートを見た後に、絵本をクラスで繰返し読んでいる。 

（絵本サークル）※保護者参加 

・年１回、園児向けと新入園児見学会に参加した未就園児に、大型のペープサートを発表。 

・月 1回 13時から、各クラスで読み聞かせを行う。 

（読み聞かせボランティア） 

・忠岡町のボランティアによる読み聞かせ 

② 

課題 

・読み聞かせに使用する本は、週末に町立図書館で借りることがあるが、図書館までの距離が遠いため、 

本を借りる頻度を増やすのが難しい。 

 

 

 

 

 

 

町立東忠岡保育所 

① 

・絵本や紙芝居読み聞かせ（すこやかクラブ、朝・夕の時間外、夕方担任など） 

・自由に読むことができるよう、各部屋に絵本を設置 

・月刊絵本の購入（1歳～5歳）※0歳児は年に 2,3冊購入 


